



























































る描像を示す。 Shimizu et al. (2012) では光球・彩層同時撮像観測から半暗部形成にお





測をおこない、磁場を測定した。観測対象である活動領域 NOAA 12342 内の黒点は
2015年5月14日0:29 – 05:55 (UT) 間に半暗部の一部が形成された。
      図(a): 飛騨DSTにより観測した半暗部形成前の黒点の傾斜角マップ。
      図(b): 半暗部形成後の黒点傾斜角マップ。等高線はSDO/HMI 連続光
      の黒点暗部・半暗部の輪郭。
























の波長情報を取得可能にする狭帯域チューナブル・フィルター (UTF32: Universal 







Magnetograph with a Rotating wave-plate とし、通称を Chro-Mag-Ro とした。この装置で








ポラリメーターでは彩層上部で形成される He 1083 nmの分光器による偏光観測が行われ
ており、直接比較することで円偏光成分の分布が一致することで観測がうまくいったことを
確認した。この結果は日本天文学会2016年春季年会で発表された。 
 
この研究にはキャリブレーションや磁場変換コードの開発など多くの課題が残されている。
今後も京都大学飛騨天文台と協力してこれらの課題に取り組みたい。 
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